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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第２学年　　学級活動

	２　ねらい
	・自分の進路について、見通しをもちながら、自分の将来を

考え、自分の生き方について考える。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・中学２年生になると、１年生時に比べ、自分自身の卒業後の進路について少しずつ関心や不安をもち始める。そこで、進路指導において、多様な情報を得たり、学校公開における体験入学をしたりしながら具体的に進路について考えさせる。しかし、中学卒業後の進路にのみとらわれてしまいがちになり、進学後の自分のことまでは考えられないことが多い。キャリア教育の目的は、一人一人の社会的・職業的に自立するために必要な基盤となる能力や態度の育成であるという視点から、ここでは、将来の自分を思い描きながら、卒業後の進路を考え、生き方を考えるようにさせたい。



	主な学習活動
	時数

	・上級学校を知ろう
	１

	「自分の将来をシミュレーションしよう」

(1)　シミュレーションを通して、将来の自分について考える。
(2)　キャリア教育としての目標

「キャリアプランニング能力」

＜将来設計＞
	　１

	・自分年表をつくろう


	　１








自分の将来をシミュレーションしよう
１　学年、教科・領域　　　中学校第２学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） シミュレーションを通して、将来の自分について考える。
（２）「キャリアプランニング能力」＜将来設計＞
３　準備　
· 　事前アンケート｢上級学校卒業後の進路について｣の結果、ワークシート「今から１０年後の自分に聞いてみよう」

４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　アンケート結果を提示し、自由
に意見を発表する。
２　上級学校卒業後の進路を選択し
た理由を考え、発表する。
	○文部科学省のデータとも比較しながら、傾向を示す。
○多様な意見を肯定的に受け止めさせる。



	３　本時の課題を把握する。　　　


４　ワークシート「今から１０年後

の自分に聞いてみよう」を記入する。
５　ワークシート「今から１０年後
の自分に聞いてみよう」の内容を発表する。

　・高校を卒業し会社で働いている。

・２７歳で結婚し、家庭生活を送っている。
　・今、後悔していることはもっと英語の勉強をしておけばよかったということ。
６　友達の発表を聞き、自分の「夢」をかなえるためには、これから何が必要なのか、を考えワークシートにまとめる。
	◎将来を見通して、１０年後の自分を想像しながらワークシートに記入させる。
○それぞれが思い描く１０年後から、様々な人生があることに気付かせる。　　

○自分と比較しながら、友達の発表で気になった内容をワークシート（右側）に記録させる。

○ここまで記入したワークシートを見ながら、将来設計をさせ、今の自分と比較しながら記入させる。

☆「将来の自分」について考えをまとめ、目標をもち今後の生活を送ろうとする気持ちが高まったか、ワークシートから判断する。

	７　教師の話を聞く。
	○中学時代の教師自身の人生設計にかかわる経験を話した後、「立志の会」「自分年表」について予告する。





職場体験の実施





立志の会


「感謝の心で」





今から１０年後の自分を考えてみよう








「将来設計のために」





＜総合的な学習の時間＞　


職場体験の発表会











＜道徳＞


1-(5)


自己を見つめ、自己の向上を図るとともに個性を伸ばして充実した生き方を追求する




















本実践





キャリア


カウンセリング
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